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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

委
員
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
住
民
に
最
も
近
い
地
域

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
訪
問
や
見
守

り
活
動
、
相
談
活
動
な
ど
に
誠
実
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
委
員
の
姿
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
家
族
や
地
域
で
の
絆
の
希
薄
化

に
伴
い
、
孤
立
す
る
高
齢
者
や
子
育
て

家
庭
が
増
え
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
や

孤
独
死
、
児
童
虐
待
の
増
加
な
ど
様
々

な
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
地
域
の
絆
や
支
え
合
い
の
重

要
性
が
高
ま
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
絆

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

委
員
の
皆
様
が
、
こ
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
存
在
を

地
域
住
民
に
理
解
い
た
だ
く
広
報
へ
の

取
組
や
、
委
員
が
問
題
に
直
面
し
た
と

き
に
対
応
で
き
る
見
識
や
力
量
を
備
え

る
こ
と
、
委
員
一
人
で
問
題
を
抱
え
込

ま
ず
共
有
し
合
え
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

県
民
児
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
委

員
活
動
の
広
報
の
工
夫
や
、
見
識
を
深

め
力
量
を
高
め
る
研
修
の
充
実
、
さ
ら

に
、
問
題
を
共
有
し
合
え
る
民
児
協
づ

く
り
な
ど
、
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
も
県
民
児
協
事
業
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３３
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

ま
も
な
く
立
冬
を
迎
え
る
１１
月
６

日
、
第
３３
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
が
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
前
の
講
演
で
は
「
こ
こ
ま
で
来

た
日
本
の
宇
宙
開
発
」
と
題
し
て
、
宇

宙
ア
カ
デ
ミ
ー
主
宰
の
菊
山
紀
彦
氏
に

よ
る
「
日
本
人
宇
宙
飛
行
士

国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
躍
」
を
き
め
細

や
か
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
菊
山
さ
ん
は
宇
宙
セ
ン
タ
ー

所
長
時
代
、
宇
宙
開
発
の
専
門
家
で
は

な
い
が
独
学
で
必
死
に
勉
強
し
た
そ
う

で
す
。
講
演
前
半
は
月
着
陸
、
日
本
人

宇
宙
飛
行
士
に
つ
い
て
、
後
半
は
、
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
実
験
に
つ

い
て
の
内
容
で
し
た
。
宇
宙
で
は
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
長
期
滞
在
す
る
に

は
、
空
気
、
水
、
食
料
、
着
替
え
、
実

験
装
置
な
ど
が
必
要
で
あ
り
「
宇
宙
宅

配
便
」
を
利
用
す
る
そ
う
で
す
。
水
の

補
給
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
分
の
輸
送

経
費
が
１
０
０
万
円
と
な
る
た
め
、
尿

を
飲
料
水
に
す
る
装
置
を
取
り
付
け
、

活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
食
で

は
日
本
食
が
好
評
で
、
数
種
類
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
も
特
に
鯖
の
味
噌
煮
が

好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
会
で
は
国
歌
斉
唱
、
物
故
委
員
に

対
す
る
慰
霊
黙
と
う
、
民
生
委
員
児
童

委
員
信
条
朗
読
と
続
き
、
鯨
井
会
長
の

主
催
者
挨
拶
の
後
顕
彰
が
行
わ
れ
、
茨

城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

表
彰
３６
名
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
７
名
、
優
良
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
１
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓

祝
辞
、
受
賞
者
代
表
謝
辞
が
行
わ
れ
、

最
後
に
大
会
宣
言
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

県
民
児
協
評
議
員

矢
田
部

秀

夫

県
民
児
協
会
長

鯨

井

登
美
子
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新
年
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
さ
が
残
る

一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
県
に
お
い

て
は
、
一
昨
年
に
続
き
、
上
期
の
工
場

立
地
件
数
が
全
国
第
一
位
と
な
る
な
ど
、

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
震
災
か
ら
の
復
興
は
も
と

よ
り
、
地
方
創
生
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
や
一
層
の
企
業
誘
致
、
最
先
端
科

学
技
術
の
拠
点
づ
く
り
や
中
小
企
業
の

振
興
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
、
観
光
の

振
興
な
ど
を
進
め
、
働
く
場
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
・
子
育
て
支
援
や
地
域

医
療
の
充
実
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
、
障
害
者
の
自
立
支
援
、

霞
ヶ
浦
の
浄
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、少
人
数
教
育
や
理
数
教
育
・

国
際
理
解
教
育
の
推
進
な
ど
、
我
が
国

の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
と
と
も
に
、
世
界
に
開
か
れ
た
い

ば
ら
き
づ
く
り
、
女
性
や
若
者
が
活
躍

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
特
に
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
た
な
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
は
じ
め
、
高

齢
者
へ
の
詐
欺
、
児
童
虐
待
や
い
じ
め

な
ど
の
問
題
に
対
し
て
は
、
地
域
の
見

守
り
・
支
え
合
い
が
さ
ら
に
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

本
県
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
な

お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
更
な
る
ご
発
展
と
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

第
８３
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
１０
月
２３
日
〜
２４
日
の
２
日
間
、
和

歌
山
市
に
お
い
て
全
国
か
ら
３
２
０
０

名
余
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
集
結
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か

ら
は
鯨
井
会
長
以
下
２７
名
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

初
日
は
、「
紀
州
雑
賀
鉄
砲
衆
」
と

「
黒
潮
躍
虎
太
鼓
」
の
演
舞
で
幕
を
開

け
、
式
典
に
移
り
、
和
歌
山
県
民
児
協

会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
全
民

児
連
会
長
か
ら
優
良
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
、
本
県

で
は
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
伊
奈
地
区

民
児
協
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

特
別
講
義
は
「
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
！
」
と
題
し
、
講
師
は
立
木

早
絵
氏
で
和
歌
山
県
生
ま
れ
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
す
。
彼
女
は

２
歳
の
時
に
病
気
が
原
因
で
全
盲
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

健
常
者
で
も
困
難
な
津
軽
海
峡
横
断
リ

レ
ー
、
ア
フ
リ
カ
の
最
高
峰
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
登
頂
な
ど
に
挑
み
成
功
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
挑
戦
を
通
じ
て
、ス
タ
ッ

フ
や
多
く
の
支
援
者
の
支
え
に
よ
り
絆

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。
彼

女
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
日
目
は
、
１０
の
分
科
会
の
活
動
交

流
集
会
が
各
会
場
に
分
散
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
「
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
推
進
」
の
テ
ー
マ
に
は
、
高
齢

化
時
代
を
反
映
し
て
、
多
く
の
委
員
が

参
加
し
、
講
義
と
事
例
発
表
を
傾
聴
い

た
し
ま
し
た
。

�

県
民
児
協
評
議
員

大

槻

光

夫

茨
城
県
知
事

橋

本

昌
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
に
参
加
し
て

稲
敷
市
民
児
協
副
会
長

黒

田

伸

治

平
成
２６
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会
が
、
８
月

２５
日
〜
２６
日
ま
で
、
全
国
か
ら
１
６
１

名
が
参
加
し
て
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
元
梅
花
女
子
大
学
准
教

授
の
植
田
寿
之
氏
に
よ
る
「
相
談
援
助

の
視
点
と
態
度
」
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
�
人
の
問
題
は
背
景

に
色
々
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
背

景
ま
で
理
解
し
て
全
体
を
見
て
援
助
す

る
必
要
が
あ
る
。
�
人
の
ニ
ー
ズ
は
簡

単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。
信
頼
関
係
を

築
き
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�
援
助
の
基
本
態
度
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
相
手
の
気
持
ち
を
わ
か
ろ

う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
相
談
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

学
習
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
民

生
委
員
と
し
て
の
問
題
点
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、

講
師
の
植
田
氏
よ
り
、
�
相
手
の
感
情

を
否
定
せ
ず
、
感
情
に
引
き
込
ま
れ
る

こ
と
な
く
受
け
止
め
理
解
や
反
応
を
示

す
こ
と
。
�
社
会
的
規
範
に
よ
っ
て
善

悪
の
判
断
を
せ
ず
受
け
止
め
る
こ
と
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、「
相
談
援
助
の
原
点
と

本
質
」
の
講
義
を
受
け
、
�
人
の
人
生

に
寄
り
添
う
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。
�

援
助
関
係
で
無
意
識
の
つ
な
が
り
を
意

識
す
る
等
で
し
た
。
最
後
に
、「
相
談

面
接
技
法
」
の
講
義
を
受
け
、
相
談
面

接
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
各
グ

ル
ー
プ
で
の
結
果
発
表
を
し
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
り
、
人
間
性
を
高
め

信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
民
生
委
員

児
童
委
員
に
な
る
よ
う
、
人
間
を
磨
く

こ
と
に
注
力
し
た
い
と
考
え
た
研
修
で

し
た
。

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

平
成
２６
年
８
月
２７
日
〜
２８
日
、
平
成

２６
年
度
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
東
日
本
）
が
浜
松
市
の
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
浜
松
に
お
い
て
、
２
６
７
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
行
政
説
明
を
厚
生
労
働

省
専
門
官
の
三
浦
宰
氏
が
「
児
童
福
祉

の
動
向
と
児
童
委
員
活
動
」と
題
し
て
、

主
任
児
童
委
員
の
職
務
・
役
割
・
期
待
す

る
も
の
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
明
治
学
院
大
学
教
授
の
松

原
康
雄
氏
か
ら
「
子
ど
も
子
育
て
家
庭

を
め
ぐ
る
課
題
と
主
任
児
童
委
員
の
活

動
」の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
西
学
院
大
学
教
授
の
前
橋
信
和
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、「
ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
三
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。千
葉
べ
タ
ニ
ア
ホ
ー
ム（
母
子
ホ
ー

ム
）
の
施
設
長
・
川
口
学
氏
の
Ｄ
Ｖ
被

害
世
帯
や
孤
立
し
た
母
子
の
悩
み
や
問

題
を
抱
え
た
困
難
な
生
活
状
況
の
発
表

は
、
何
と
か
自
立
・
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
、ま
た
、児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
と
し
て
ど
ん
な
支
援
が

で
き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
分
散
会
Ｂ
会
場
に
参
加

し
ま
し
た
。
昭
和
女
子
大
学
・
國
學
院

大
學
講
師
の
�
橋
久
雄
氏
の
「
子
育
て

を
応
援
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

る
」
の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
参

考
に
し
て
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
の
中
か
ら
「
高
齢
者
パ

ワ
ー
の
発
掘
と
活
用
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
企
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
日
間
の
充
実
し
た
研
修
内
容
や
各

地
区
の
主
任
児
童
委
員
か
ら
得
た
情
報

を
基
に
、関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

今
後
の
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

大
洗
町
主
任
児
童
委
員

平

沼

正

美
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����������
「非正規雇用労働者」「年収２００万円以下の給与所得者」「高校中退・中高不登校」「ニート・ひきこもり」
等の増加，さらには「世代間の貧困の連鎖」の問題など，生活困窮者に至るリスクの高い人が増加してい
ます。
このような中，平成２７年４月から，生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため，生活困窮
者に対し，自立相談支援事業の実施，住居確保給付金の支給その他の支援を行うための生活困窮者自立支
援法が施行されます。
生活困窮者の発見や見守りのネットワークの構築には，住民の立場に立って相談・支援を行っている民
生委員・児童委員さんの役割が重要ですので，ご協力をお願いします。

○実施主体等
福祉事務所設置自治体（郡部は県，市部は各市）

○事業内容 （③～⑥の事業は，自治体によって実施しない場合があります。）
①自立相談支援事業（必須事業）
就労の支援その他の自立に関する問題につき，生活困窮者からの相談に応じ，必要な情報の提供
及び助言を行う事業
②住居確保給付金（必須事業）
離職により住宅を失った又はそのおそれのある生活困窮者であって，所得等が一定水準以下の者
に対して，有期で住居確保給付金を支給する。
③就労準備支援事業（任意事業）
雇用による就業が著しく困難な生活困窮者に対し，一定の期間内に限り，就労に必要な知識及び
能力の向上のために必要な訓練を行う事業
④一時生活支援事業（任意事業）
住居を持たない生活困窮者に対し，一定の期間内に限り，宿泊場所の提供や食事の提供等を行う
事業
⑤家計相談支援事業（任意事業）
生活困窮者の家計に関する問題につき，相談に応じて必要な情報の提供及び助言を行い，併せて
支出の節約に関する指導その他家計に関する継続的な指導及び生活に必要な資金の貸付けの斡旋を
行う事業
⑥学習支援事業（任意事業）
貧困の連鎖の防止に向けての取り組みとして，生活困窮者家庭の子どもに対し学習の援助を行う
事業
⑦就労訓練事業（「中間的就労」）の推進
直ちに一般就労が困難な者に対し，就労の機会を提供するとともに，就労に必要な知識及び能力
の向上のために必要な訓練等を行う事業を実施する場合，その申請に基づき，都道府県等が事業の
認定を行う。
※必須事業：必ず実施する事業 任意事業：必要に応じて実施する事業

生活困窮者自立支援法について

�

（問い合せ先）茨城県保健福祉部福祉指導課保護グループ 電話番号 ０２９－３０１－３１６４

～茨城県からのお知らせ～
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大
子
町
は
、
県
北
の
山
間
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、
袋
田
の
滝
に
代
表
さ
れ

る
町
で
す
。
民
児
協
は
８１
名
（
内
３
名
は
主
任
児
童
委
員
）
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
定
期
総
会
の
中
で
、「
高
齢
者
対
策
・
障
害
福
祉

の
内
容
に
つ
い
て
」
研
修
会
を
開
催
し
、
委
員
同
士
が
共
通
の
問
題
を
共
有
し

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
県
外
研
修
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
南

三
陸
町
を
訪
問
し
、
語
り
部
の
案
内
に
よ
り
町
内
の
被
災
個
所
を
ま
わ
り
ま
し

た
。
民
児
協
・
行
政
と
の
意
見
交
換
で
は
、
当
時
の
状
況
に
胸
が
痛
み
、
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
災
害
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
自
然

は
人
類
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
時
と
し
て
人
間
の
力
で
は
対
処

で
き
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
で
は
、
主
任
児
童
委
員
と
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
を
訪
問
し
、
問
題
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
任
命
さ
れ
た
委
員
が
３
分
の

１
で
す
。
何
事
も
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
面

食
ら
う
こ
と
が
沢
山
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
先
輩
委
員
や
行

政
と
相
談
し
、
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に

話
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
新
任
委
員
の
悩

み
事
相
談
会
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
子
は
過
疎
の
町
で
少
子
高
齢
化
の
波
を
ま

と
も
に
受
け
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
民
児
協
は
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

笠
間
市
は
、
日
本
三
大
稲
荷
と
陶
器
の
笠
間
焼
等
観
光
を
中
心
と
し
た
旧
笠

間
市
、
常
磐
線
と
水
戸
線
の
Ｊ
Ｒ
沿
線
お
よ
び
、
常
磐
自
動
車
道
と
東
北
自
動

車
道
や
関
越
自
動
車
道
を
結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
を
有
し
、
交
通
の
利
便
性
を

利
用
し
た
商
業
を
中
心
と
し
た
友
部
町
、
そ
し
て
米
、
栗
、
梨
な
ど
農
業
を
中

心
と
し
た
岩
間
町
が
、
平
成
１８
年
に
合
併
し
て
、
生
ま
れ
ま
し
た
。

合
併
後
は
連
合
民
児
協
と
し
て
発
足
し
、民
生
委
員
数
は
笠
間
地
区
６０
名（
内

主
任
児
童
委
員
３
名
）、
友
部
地
区
５９
名
（
内
主
任
児
童
委
員
３
名
）、
岩
間
地

区
３２
名
（
内
主
任
児
童
委
員
２
名
）
合
計
１
５
１
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
地
区
の
事
項
別
委
員
会
の
名
称
を
統
一
し
、
�
児
童
、
母
子
福
祉
委
員
会
�

生
活
保
護
関
係
委
員
会
�
障
害
者
（
児
）
福
祉
委
員
会
�
高
齢
者
福
祉
委
員
会

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
３
地
区
合
同
の
事
項
別
委
員
会
を
組
織
し
、
年
一
回
、
合
同
研
修
会

を
開
催
し
て
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
の
要
支
援
者
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
調
査
は
、
様
式
を
統
一
し
、

同
じ
内
容
で
リ
ス
ト
の
作
成
、
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
を
中
心
と
し
た
、
虐
待
、
不

登
校
、
い
じ
め
等
の
調
査
、
相
談
な
ど
、
児
童

相
談
所
や
学
校
と
の
協
議
は
３
地
区
が
一
緒
に

な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

連
合
民
児
協
全
体
研
修
会
を
年
一
回
開
催
し
、

３
地
区
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

茨
城
大
学
の
先
生
か
ら
『
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト

等
を
す
る
親
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
』を
テ
ー

マ
に
１１
月
に
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

大子町

大
子
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

大
子
町
民
児
協
会
長

中

野

篤

笠間市

地
区
間
交
流
の
充
実
を
め
ざ
し
て

笠
間
市
連
合
民
児
協
会
長

佐

藤

肇
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石
岡
市
は
、
五
つ
の
単
位
民
児
協
が
あ
り
ま
す
が
、
当
民
児
協
は
中
学
校
１

校
、
小
学
校
２
校
の
地
区
で
、
主
任
児
童
委
員
２
名
を
含
め
て
３２
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
地
区
の
特
徴
と
し
て
、
新
興
住
宅
地
と
農
村
地
帯
の
混
在
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
当
地
区
の
世
帯
数
は
約
７
４
５
０
世
帯
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
登
録
数
は
１
９
４
件
で
す
。

当
地
区
は
、
月
一
回
の
定
例
会
が
あ
り
ま
す
が
、
事
前
の
運
営
委
員
会
で
定

例
会
の
運
営
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
定
例
会
は
単
に

連
絡
が
主
と
な
り
、
行
政
や
社
協
な
ど
か
ら
の
要
請
へ
の
対
応
、
検
討
に
時
間

が
と
ら
れ
、
そ
れ
が
主
た
る
協
議
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
相
互
の
意
思
の
疎
通
と
個
々
の
資

質
の
向
上
が
活
動
の
基
本
で
あ
り
、過
去
に
行
っ
て
い
た
事
例
の
検
討
を
行
い
、

各
委
員
の
活
動
上
の
課
題
、
悩
み
な
ど
を
話
し
合
う
場
を
作
る
こ
と
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
な
ど
定
例
会
の
時
間
が
許
す
範
囲
で
実
施
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
、
来
年
度
の
計
画
に
織
り
込
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
相
互
の
意
思
の
疎
通
を
図
る

た
め
に
、
一
泊
の
県
外
研
修
が
非
常
に
重
要

だ
と
思
い
、定
例
会
で
は
席
が
離
れ
て
い
て
、

話
し
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
委
員
同
士
を

組
み
合
わ
せ
、
同
じ
部
屋
に
し
て
親
睦
を
図

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
活
力
あ
る
民
児
協
に
す
る
に
は
、

個
々
の
資
質
の
向
上
が
不
可
欠
と
考
え
、
勉

強
の
機
会
を
更
に
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

常
総
市
連
合
民
児
協
は
、
水
海
道
地
区
、
石
下
地
区
を
合
せ
て
、
委
員
数

１
０
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
下
地
区
民
児
協
の
委
員
は
、
生
活
保
護
、
老
人
福
祉
、
更
正
資
金
、
身
障

知
障
、
児
童
婦
人
の
事
項
別
委
員
会
に
所
属
し
て
、
専
門
性
を
生
か
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
講
師
を
招
い
て
講
話
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集

落
別
に
少
人
数
で
、
特
別
な
課
題
の
対
応
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

年
一
回
の
視
察
研
修
で
は
、
車
中
に
お
け
る
定
例
会
の
開
催
、
宿
泊
先
で
の

交
流
会
を
通
し
て
、
委
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
役
立
て
る
事
業
と
し
て
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
立
哨
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

２４
年
度
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
・
副
会
長
合
同
研
究
協
議
会

に
お
け
る
事
例
発
表
で
、救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業
は
有
意
義
と
感
じ
、

石
下
地
区
民
児
協
と
し
て
設
置
を
行
政
に
具
申
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
水
海
道
地
区
民
児
協
と
も
連

携
し
、
行
政
に
要
望
を
行
い
、
早
期
に
一
人

暮
し
の
高
齢
者
、
要
援
護
家
庭
１
０
０
０
世

帯
余
り
に
配
布
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
民
児
協
の
活
動
強
化
週
間
に
合
せ

て
、
キ
ッ
ト
内
の
記
入
事
項
の
点
検
見
直
し

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
合
民
児
協
会

長
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
必
要
と

思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、
両
地
区
の
交
流

を
密
に
し
、
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
誰
で
も
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
を
目
指
し
て
、
一
層
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石岡市

石
岡
市
東
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

石
岡
市
東
地
区
民
児
協
会
長

藤

波

克

己

常総市

常
総
市
石
下
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

常
総
市
石
下
地
区
民
児
協
会
長

若

月

博
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編

集

後

記

◎◎
祝祝
受受
章章

こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
叙
勲
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

鯨

井

登
美
子
（
下
妻
市
）

●
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
防
止
の
啓
発
」
に
つ

い
て振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に
よ

る
被
害
が
、
過
去
最
高
だ
っ
た
昨
年
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
県
内
に

お
い
て
も
、
毎
日
、
高
齢
者
が
ニ
セ
電
話

詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

茨
城
県
民
児
協
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

９
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
詐

欺
か
ら
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
守
る
た
め
、

地
域
に
あ
っ
た
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

啓
発
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

各
市
町
村
民
児
協
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
様
に
は
、
訪
問
の
際
に
チ
ラ
シ

の
配
布
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
積
極
的
な
啓
発

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相
談
対
応
件
数

は
増
え
続
け
、
平
成
２５
年
度
は
、
茨
城
県
、

全
国
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
だ
い
ケ
ー
ス
の
計
上
（
一
人
の

児
童
が
虐
待
を
受
け
た
場
合
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
は
心
理
的
虐
待
を
受
け
た
と
計
上

す
る
。）
も
一
因
で
す
が
、
子
ど
も
の
生

命
に
か
わ
る
重
篤
か
つ
悲
惨
な
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

平
成
１７
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

市
町
村
に
お
い
て
も
虐
待
相
談
を
受
け
付

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
個
別
の
虐
待

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
具
体
的
対
応
の
た
め

の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
県
内

全
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
中
心
で
あ
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
は
、
引
き
続

き
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
通
告
義
務
の
周

知
や
要
保
護
家
庭
へ
の
支
援
等
に
よ
り
、

児
童
虐
待
撲
滅
に
向
け
て
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２４
時
間
相
談
対
応
の
「
い
ば
ら
き
虐
待

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
こ
ち
ら
へ
。

�
０
２
９
３
（
２
２
）
０
２
９
３

県
社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
生
活
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

生
活
資
金
貸
付
制
度
は
、国
の
制
度
で
、

県
を
通
じ
て
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
主
体
と
な
り
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
行
う
も
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

資
金
の
貸
し
付
け
と
相
談
援
助
に
よ

り
、
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
０
２
９
（
２
４
１
）
１
１
３
３

・
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

▼
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
福
祉
職
場
へ
の

就
職
応
援
と
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
茨
城

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
活
動

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
求
職
登
録

や
、
求
人
事
業
所
等
へ
の
情
報
提
供
、
福

祉
に
関
す
る
資
格
・
取
得
方
法
等
、
福
祉

職
場
へ
の
就
職
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

茨
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�
０
２
９
（
２
４
４
）
４
５
４
４

〉

利
用
時
間〈

月
〜
金
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
、祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

毎
朝
、
元
気
に
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
に
立
ち
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
、
こ
の
と
こ
ろ
気
が
か
り
な

話
題
が
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
や
虐
待
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し

ま
し
て
、
乳
幼
児
検
診
に
行
か
な
い
未
受

診
世
帯
の
多
発
か
ら
始
ま
り
、
所
在
地
に

住
居
実
態
が
無
い
と
し
て
住
民
登
録
を
抹

消
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
後
放
置
さ

れ
て
し
ま
い
入
学
名
簿
か
ら
も
名
前
が
消

え
て
し
ま
う
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
政
府
指
導
で
追
求
捜
査
が
進

め
ら
れ
改
善
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た

が
、
地
域
を
見
守
る
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
、
児
童
虐
待
に
つ
な
が
る
所
在
不

明
者
が
、
も
う
一
歩
広
い
視
野
を
持
っ
た

活
動
で
、
一
人
で
も
少
な
く
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員

市

村

捷
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